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明電舎（東証1部6508）

～電動車向け駆動装置のパイオニアとして進化するモビリティ社会を支える～

今回取り上げるのは明電舎です。同社はEV用駆動装置の大手で、世界初の量産型EVへの採用を始めとして豊富な

実績があります。EV関連製品を牽引役の一つとして収益拡大と脱炭素社会の実現への貢献の両立を目指しています。

■SDGsにおける課題

環境規制の強化などを背景に電動車シフトが進行中、世界の電

動車販売台数(EV、HEV、PHEV：注：の合計)は2020年1,500万台前

後から2030年には4,000万台近くまで拡大すると予想されます。電

動車の環境対応力の向上も求められており、技術開発が盛んで

す。近年注目を集めているのが駆動部の省スペース・軽量化を

狙ってその構成要素であるモータ、インバータ(直流または交流

から周波数の異なる交流を発生させる装置)、ギアを一体化させ

た「e-Axle(イーアクスル)」と呼ばれるシステムです。自動車関連業

界にとってe-Axleの性能向上が重要課題の一つとなっています。

■明電舎が提供するソリューション

【関連する主なSDGs】

明電舎は、エレベータ、フォークリフトなど、さまざまな用途

向けにモータとインバータを供給してきました。その技術を

ベースに1990年にEV用モータ、インバータの開発に着手、

2009年に世界初の量産型EVに採用されたのを始めとして

豊富な実績を残してきました。更にこの蓄積を活かして、

言わば明電舎版のe-Axleである「MEIDEN e-Axle」を開発

しました。2025.3期を最終年度とする中計で「MEIDEN e-

Axle」の更なる小型化・高出力化を重点課題に掲げていま

す。 「MEIDEN e-Axle」を始めとするEV関連製品の収益規

模を伸長させることなどで、全社収益拡大と脱炭素社会の

実現への貢献を両立させることを目指しているのです。

電動車の環境対応力向上に駆動部の性能向上が重要

(注)EVはElectric Vehicle(電動車)、HEVはHybrid Electric Vehicle(ハイブ
リッド電動車)、PHEVはPlug-in Hybrid Electric Vehicle(家庭用電源で充
電可能なハイブリッド電動車)の短縮形

明電舎のEV向け駆動システム「MEIDEN e-Axle」

(出所) 明電舎のご提供




